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　にはじめに

　高知県の経済は長く低迷を続け，未だ再生の

ための方策は明らかになづていない。とりわけ

山村の経済は農林業の衰退から深刻な高齢化と

過疎化に悩まされており，産業構造の再編は急

務となっている。しかい　こうした産業構造再

編のための基礎作業である産業構造の現状分析

はこれまで充分な展開をみせていない。

　従来の高知県の産業構造に関する先行研究を

みると，特定の産業や部門では優れた研究があ

るものの産業全体の動向を体系的に分析したも

のは極めて少ない1)。また,市町村の産業構造を

体系的に整理したものは皆無である。

　そこで，本研究では,‥①戦後の高知県の産業

構造の推移を分析すること，および②産業構造

の類型化を市町村別に試みることを課題とし

た。

　分析では，産業構造を産業別就業者数を用い

て解明する方法をとった。通常は粗生産額を用

いて分析する場合が多いが，粗生産額では時系

列データが得られないことや事業所数が少ない

業種では市町村別のデータが入手し難いなどの

問題があるため，ここでは，就業者数による分

17

析を行ったJ就業者数のデータはいずれも国勢

調査結果を利用した。　　十

　以下，２節では高知県の産業構造の基本的な

動向を整理しレ３節では産業大分類を用いて市

町村別の産業構造の類型化を行う。し4節ではま

とめと今後の課題を述べる。　ニレ　　犬　　∧

　２．=産業構造の推移

(1ト分析方法ﾀﾞ　　　　　　　　六白

　ここでは，まず√高知県の産業構造の基本的

な動向を明らかにするために, 1955年から1985

年までの30年間の産業3部門分類による就業者

数の変化を全県･平野･山村についで整理した。

３部門の就業者数の変化を直感的に理解するた

めに，:地質学の分析などで用いられる三角図を

援用した。これは，第１図のように正三角形の

頂点に各産業部門を配し，その中にプロヽツトさ

れた点で各部門の就業者割合を表現するもので

ある=。いま,∧頂点から対辺におろした垂線の長

さを100とすると,図中Ｐ点から各辺に下ろした

垂線の長さの合計も100になり，52が第11次産

業√15が第２次産業，33が第３次産業の就業者

割合を示すことになる。したがって，プロデト

された点が例えば第１次産業の頂点に近ければ
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（2）産業別就業構造の推移

1) 3部門分類を用いた分析

第３次産業
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ﾔみるﾉとj55年時点で
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ﾄしてﾚいる。＼これに

かぢ8:5年の58％ぺ

化かここに認めら

人口の動向

ぎ4゛しj55年の就業人口



高知県における産業構造の

第４図産業別(３部門)就業者比率の推移(山村)

　　　　　　　　第１次産業　　　　　　　し

第２次産業ｙ

　　　　注）第2･図に同じ

第３次産業

を100とするとき85年の就業人口は96であり，ほ

とんど変化がみられない。

　次に山村以外の地域（ここではこれを一括し

て平野とする）での動向＼をみると，全県的な動

向とほとんど差異がない（第３図）レこのように

全県の場合とほとしんど差がみられないのは平野

の人口が山村の人口に比べてはるかに多く，平

と類型（川中・飯国・西井） 19

野の動向が基本的に全県の動向を規定している

からである。人口の動向についても全県の場合

と同様で，人口の変動はほとんどみられない。

30年間で４％の人口が増加したに留まってい

る。

　最後に山村の動向をみると丿これはやや様相

が異なっている(第ご4図)。第１次産業の衰退の

傾向は他の２つと同じであり，55年に80％であ

った第１次産業就業者は85年には38％までに低

下する。しかし，これに代わって大きく増加し

たのは第３次産業だけではない。第２次産業も

大きく増加しているのである。三角図の千メー

ジでいえば全県・平野とも中央上部から右下へ=

と点が移動していたのに対し，山村ではまっす

ぐに下に移動する傾向にある。したが]つて，山

村では第31次産業と第２次産業が措抗した状況

で発展してきたといえる。このように第２次産

業の比率の増加は，山村における産業構造の変

北を特徴づけるものであり注目される。また，

就業人口の動向をみても山村では対55年比率で

50％もの人口が減少しでおり，平野部の人口が

ほとんど変化していないのとは対照的である。

山村の過疎問題の深刻さがうかがえる。　犬

第５図　産業構造の変動係数
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第６図　産業就業者比率の推移（平野）
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る√例え=ば，第６図で55年と＼……

者比率によってできﾉる四角形十

jので,]農業の就業者比率は減少レ

ているごとを示す。逆に建設業ではでﾚきくた四角

形が縦長なのて

を示すよま1た

で就業者比率が増加し七いるごと

√卸売小売飲食業ではできた四角

形が縦長で,ニしかも極めて細い四角形になづて

め推移ト(山村)
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高知県における産業構造の推移と類型（川中・飯国・西井）
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高知県における産業構造の推移と類型（川中一飯国・西井）

第10図　産業別就業者比率の推移（類型１）
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高知県における産業構造の推移と類型（川中・飯国・西井）

サービス業の比率が急増している点は高知市と

基本的には同じ傾向にある。就業人口は30年間

に約ｎ％低下している(第13図)。し

　類型３は市部の近郊および一部の山村地域

(大正町,土佐町,本山町)から構成されている。

ここでは農業の就業者比率は63％から30％へと

低下しているものの，極めて高い水草になって

いる。前の２つの類型と比較して注目されるの

が建設業と製造業の伸びである。建設業は４％

から10％へ，また，製造業は５％から12％へ２

倍強の伸びを示している(第14図)。就業人口は

30年間に約30％も減少しており，この類型を取

りまく経済状況はかなり厳しい局面に入りつつ

あることがわかる(第15図)。

　類型４は山問地域に分布する町村からなる。

また，この類型に属している16の町村のうち13

町村が山村振興法で定義する全部山村であり，

いわば高知県の山村を代表する類型となってい

る。この類型でも類型３と同様に農業の比率が

極めて高い点が特徴のひとつをなす(第16図)。

55年に66％であった農業の就業者比率は33％に

まで低下したものの，その水準は全ての類型の

中で最も高い。また，類型３で特徴的であった

健設業，製造業の伸びはここでも一層明確に確

認できる。それぞれの比率は３％から18%, 3

％から12％へと４倍から６倍の水準となってお

り，特に85年の建設業の比率は各類型の中で最

高の水準に達している。こうした建設業のめざ

ましい発展はこの類型のもうひとつの大きな特

徴をなしている。就業人口は30年間に52％も減

少しており，各産業の担い手不足や過疎化が深

刻な段階に入っていることも確認できる(第17

図)。　　　ト

　類型５は馬路村,し本川村の２村からなる。と

もに山村地域に含まれるが，類型４と大きく異

なる点は第ｉ次産業の基幹産業が農業ではな

く，林業である点にある(第18図)。林業の就業

者比率は52％から20％にまで低下したものの，

依然産業全体に占める割合は極めて高い。85年

時点でも林業は就業者比率が最大も高い部門と

なっている。∧この原因は馬路村と本川村の高い

国有林率にある。両村の国有林率は85年時点で
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それぞれ71%, 54%という高水準にある。この

ため営林署の規模が大きく，これに関連する就

業者比率を押し上げているのである。まﾚた，こ

こでも建設業・製造業め比率は５％から16%,

3％｡から16％へと３～５倍の伸びを示してい

る。特に製造業の比率が各類型の中で最高の水

準となっている点が注目される。就業人口は30

年間に43％減少しており，この類型でも過疎問

題が深刻化してﾚいることを示している(第i9

図)。犬

　最後の類型６は大川村だけからなる。 55年の

就業比率をみればわかるように,/以前は鉱業と

農業を基幹産業とする村であっJた(第20図)。し

かし，72年に白滝鉱山が閉山になると，産業構

造は一変する。鉱山従事者は皆無となり，これ

に対応してサ←ビス業と建設業が比率を大きく

伸ばしている。一方，就業人口の動向をみると

それは30年間に77％も減少している。これは先

に述べた閉山や早明浦ダム建設のための主要集

落の水没が大きく影響した結果と考えられる。

ごのようにこの類型は県内でも極めて特殊な産

業構造の変化を示すものとして位置づけること

ができる。　犬　　，　　　　　　　　　ｙ

　４．む　す　び　　　。･　　　　　　几

　３部門分類を用いた分析からは高知県全体と

平野部では産業の高度化が進展七第３次産業が

急速に拡大しているが，山村では第２次産業と

第３次産業が措抗したかたちで発展しているこ

とが明らかになうた。　　／　＼　ト

　また，産業大分類を用いた分析からは第３次

産業で急速に拡大している部門は卸売小売飲食

業とサービス産業であること√山村で発展して

いる第２次産業の中核は建設業であることが明

らかになっ:だ。　　　　　　　　　　　　　　レ

ニー方，産業構造の変化の類型化を市町村別の

産業大分類データを附いて行った結果，県下の

産業構造は大きぐ６つに分類できた。各類型ど

もその特徴も朋瞭であり，現実との整合性も高

い分類結果が得られたと考えられる。

　ところで，こうした産業構造分析をさらに進
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